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ハンディターミナルの活用を進めるため倉庫内に無線LANを設置

ヒーターも内蔵する屋外仕様の無線APで低温エリアもカバー

温度エリアにより対応機器を組み合わせトータルコストを削減

高圧ガスから冷凍食品までを取扱い、北海道と全
国の拠点を結ぶ物流の一翼を担うエア・ウォー
ター物流株式会社。2013年7月より稼働する札
幌低温センターでは、低温エリアでのハンディター
ミナル活用などIT面でのチャレンジに加え、貯蔵
した雪を活用した低温多湿貯蔵庫を設置するなど
環境負荷削減へのチャレンジも進めている。

エア・ウォーター物流株式会社は、札幌近郊に新たに低温までをカバーする物
流中継基地を開設、ハンディターミナルを活用した業務を開始する。物流業務
の精度向上を支えるハンディターミナルだが、従来は低温エリアでの展開は難
しいと言われていた。冷凍倉庫内の環境は通信機器の設置には厳しすぎるため
だ。しかしD-Link社の屋外仕様無線AP DAP-3690を採用することで、マイ
ナス30度に迫る低温エリアでもハンディターミナルを使用可能な環境を実現
している。

マイナス30度の冷凍倉庫内に無線LANを敷設
ハンディターミナルの活用を進める
エア・ウォーター物流の札幌低温センター
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S I企業

DGS-1210-28Pは、 PoE給電機能もサポートしたL2ギガビットスマートスイッチです。ギガビットポートを24ポート、
そしてアップリンク可能なSFPスロットを4ポート搭載。SNMP等効率的な管理が可能。また、IEEE 802.1X 認証機
能、 ARPスプーフィング防止、ACL機能などにより快適で信頼性の高いセキュアなネットワーク環境を提供します。さ
らに、D-Link Green 省電力テクノロジーにより自動的に電力消費を抑制します。DGS-1008P は最初の4ポートに
PoE 機能を搭載しており、ネットワーク内での余計な電源ケーブルの配線をなくし、安全で簡素なネットワークを構
築することが可能です。また、ファンレス設計により騒音を発生しない快適な設置環境を構築。D-Link Green省電力
テクノロジーにより自動的に電力消費を抑制します。DAP-3690は、表面防塵・防滴規格に適合した屋外での利用
に適した無線LANアクセスポイントです。また、ヒーターを動作させた場合、-40℃～ 60℃の環境で動作可能。
2.4/5GHz 同時デュアルバンド無線ネットワークを構築し、802.11n 高速ワイヤレス通信を最大300Mbpsの転送
速度で実現。PoE受電冗長機能を搭載しているため、電源供給の難しい場所への設置も可能です。

PoEスイッチ/アウトドアワイヤレスAP製品

DGS-1024D/GE

DGS-1008P

DGS-1210-28P

DAP-3690DWL-6600AP



　エア・ウォーター物流株式会社は、新たな物
流拠点となる札幌低温センターを2013年に
開設した。道内のネットワークを活かした迅速
な輸送のほか、東日本、西日本のグループ企業
との連携により国内各地とも結ばれる。多様化
する顧客ニーズに応えるため、札幌低温セン
ターは5つの特長を備える拠点としてつくられ
た。1つ目は、高速道路ICのすぐそばという好
立地。2つ目は、在庫管理業務のシステム化に
よる作業の効率化と物流品質の向上。3つ目
は、ハンディターミナルやデジタルアソートシス
テムを使用した正確な仕分けの実現。4つ目は、
定温や低温を含む5温度帯への対応。5つ目は、
雪の自然エネルギーを活用した環境対策への
トライアルだ。
「社内の他拠点において、5度から8度程度のチ
ルドエリアや常温エリアでのハンディターミナ
ル導入実績はありました。紙に印刷された仕分
けリストを使う従来の手法では、どうしても仕
分け能力が俗人化します。また人手に頼る以
上、ミスや見落としはどうしてもゼロにはなり
ません。札幌低温センターでは業務精度を向上
させるため、できる限り広いエリアを対象にシ
ステム化したいと考えました」
　札幌低温センターへのハンディターミナル導
入についてそのように語ってくれたのは、エア・
ウォーター物流株式会社 白石営業所長の三津
田 誠司氏だ。

　紙を使う手法ではリストの順番に従って作業
するため、熟練作業者であっても作業効率の劇
的な向上は期待できない。しかも仕分け業務
が終わって仕分けリストが事務所に戻ってくる
までは、在庫品も棚の空き状況も把握できな

い。ハンディターミナルやデジタルアソートシス
テムの導入と在庫管理のシステム化はこうした
悩みを解消してくれるが、ハンディターミナル
を使うためには低温センター内に無線LANを
配備しなければならない。
「低温エリアは通信機器を設置するには過酷な
環境です。しかも多くの無線LAN機器は屋内
利用を前提としているため、そのような過酷な
条件下での正常動作を保証されている機器は
ほとんどありません」
　無線LAN機器の選定を振り返ってそう語る
のは、エア・ウォーター物流のパートナーとし
て札幌低温センターのシステム化に取り組ん
だ、株式会社日立ソリューションズ東日本 北海
道ソリューション営業部の石澤 憂一氏だ。低温
環境に耐えられるような無線LAN機器自体は
ほとんど見つからなかったが、低温エリアでの
ハンディターミナル活用という目的をエア・
ウォーター物流と共有し、実現するために日立
グループの力も得て目的の製品にたどり着い
た。D-Link社の屋外仕様無線APを提案した株
式会社日立ソリューションズ・ネクサス 産業・
流通ソリューション本部の齋藤 寛記氏は、製品
について次のように言う。
「同様の環境に耐えられる他社製品もいくつか
ありましたが、不要なほど高スペックで高価で
した。D-Link社のDAP-3690はヒーターを内
蔵してマイナス40度の環境でも動作可能なう
え、必要なエリア全体を低コストでカバーでき
るのが魅力です」

　2013年春、札幌低温センターは完成し、7月の
本格稼働開始に向けた予冷が始まった。5度から
8度のチルドエリアにはDWL-6600APが、マイ
ナス30度近くになるフローズンエリアには
DAP-3690がそれぞれ設置された。いずれも結
露対策として、天井との間にわずかに隙間を設け
て取り付ける工夫がなされている。ハンディター
ミナルを含むシステムも完成し、効率と精度の高
い物流拠点としての活躍を期待していると三津
田氏は言う。
「特に期待しているのは、ハンディターミナルを
使った精度の高い仕分けと、リアルタイムな在
庫管理です」
　ハンディターミナルの活用により在庫管理が
リアルタイムになれば、空いている棚をリアルタ
イムに把握してフリーロケーションでの棚管理
が可能になる。また、作業の進捗状況に合わせた
作業者の配置など、人的リソースの最適化にも
取り組んでいきたいと、三津田氏は展望を語る。
「物流を効率化させる改善策はいくつもありま
す。今は、システム化された倉庫を得て改善への
スタートラインに立ったばかり。まずは安定稼働
させ、そこから品質の向上に取り組み、顧客メリッ
トとして提供できるようになるのが目標です」
　倉庫内に無線LANを張り巡らせた札幌低温セ
ンターを得て、エア・ウォーター物流の精度向
上、生産性改善への取り組みは新たな一歩を踏
み出したばかりだ。
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ヒーター内蔵のDAP-3690でマイナス30度をクリア
結露を防ぐ工夫と合わせ、低温エリアをカバー
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業務精度向上のため広範囲での
ハンディターミナル活用へ

物流の精度向上と効率化へ
向けて歩み始める新センター

屋外仕様無線APの選択により
マイナス30度の低温エリアに対応
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フローズン室:
－20～－30℃

×14台

チルド室:
5～－8℃

×11台


